
ニ
ユ

1
.

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
新
島
襄
の
足
跡

私
は
、
五
十
二
年
三
月
か
ら
五
十
三
年
三
月
ま
で

ち
ょ
う
ど
一
年
問
、
「
新
島
襄
の
教
育
思
想
形
成
過

程
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
ア
ー
モ
ス

ト
大
学
に
留
学
瓢
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ニ
ユ

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
を
中
心
と
し
て
新
島
襄
の
思
帯
成

に
関
係
の
あ
っ
た
場
所
を
訪
れ
、
重
要
な
人
物
に
つ

い
て
今
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
点
を
明
硫
に
す
る
こ
と

に
努
め
た
。
そ
の
中
で
興
味
深
い
発
見
を
い
く
つ
か

報
告
し
た
い
と
思
う
。

セ
イ
ボ
リ
ー
船
長

1

(
n
旦
.
乏
一
=
昌
B
 
↓
.
仂
旦
0
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新
島
の
密
航
を
援
助
し
、
函
館
か
ら
上
海
ま
で
彼

に
乗
船
を
許
し
た
べ
ル
リ
ソ
号
の
セ
イ
ボ
リ
ー
船
長

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
一
兀
治
兀
年

(
一
八
六
四
年
)
旧
暦
六
月
十
四
日
の
夜
に
新
島
が
べ

ル
リ
ソ
号
に
乗
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
航
海
日
誌

や
父
親
あ
て
の
手
紙
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
彼

が
べ
ル
リ
ソ
号
に
乗
船
す
る
二
日
前
に
セ
イ
ボ
リ
ー

船
長
と
会
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
当
時

日
本
人
の
海
外
渡
航
は
厳
禁
で
あ
っ
た
し
、
外
国
船

が
密
航
者
を
援
助
す
る
こ
と
も
厳
禁
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
セ
イ
ボ
リ
ー
船
長
が
何

故
に
新
島
の
密
航
を
援
助
し
た
の
か
。
新
島
が
ポ
ー

タ
ー
商
会
(
0
・
)
で
セ
イ
ボ
リ
ー
船
長
に
会
っ
た
と

き
に
、
彼
は
密
航
の
理
由
と
し
て
「
聖
書
を
日
本
語

*

に
都
訳
す
る
た
め
に
英
語
を
学
び
九
い
」
と
い
っ
た

と
後
年
セ
イ
ボ
リ
ー
船
長
は
語
っ
て
い
る
。
聖
書
を

井
上
勝
也

学
び
た
い
と
い
う
新
島
を
助
け
た
セ
イ
、
永
リ
ー
船
長

は
、
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
セ
イ
ラ
ム
の
出
身
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
セ
イ
ラ
ム
で
彼
に

つ
い
て
の
資
料
を
探
し
て
み
九
。
当
地
の
ニ
セ
ッ
ク

ス
・
イ
ソ
ス
テ
'
チ
ユ
ー
ト
と
い
う
歴
史
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
,
.
仏
令
~
ミ
ぐ
器
ミ
物
袋
ミ
殉
ミ
『

ぐ
遷
負
蜘
器
、
、
と
い
う
書
物
の
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
.

T
・
セ
イ
.
ホ
リ
ー
船
長
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
要
約
す
る
と
、
彼
は
一
八
二
七
年
セ
イ
ラ
ム
で

生
ま
れ
、
船
乗
り
の
学
校
を
卒
業
後
、
十
七
歳
の
と

き
に
処
女
航
海
に
出
た
。
多
く
の
船
に
乗
り
世
界
中

を
航
海
し
、
一
八
六
一
年
か
ら
六
五
年
の
間
は
中
国

沿
岸
を
航
行
し
て
い
た
。
し
ぱ
ら
く
の
問
カ
リ
ブ
オ

ル
ニ
ア
で
金
鉱
の
採
掘
を
や
っ
た
が
、
そ
れ
を
や
め

50



て
再
び
船
乗
り
に
な
り
、
後
に
セ
イ
ラ
ム
で
ビ
ジ
ネ

ス
に
従
事
し
た
。
健
康
を
害
し
た
の
で
赦
年
フ
ロ
リ

ダ
で
過
ご
し
、
一
八
九
七
年
同
地
で
亡
く
な
っ
た
。

告
別
式
は
セ
イ
ラ
ム
の
第
一
教
会
で
行
わ
れ
、

モ
ニ
ー
・
グ
ロ
ー
プ
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
0

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
セ
イ
求
リ
ー

船
長
は
、
新
島
の
密
航
を
援
助
し
た
こ
と
が
所
属
船

会
社
に
ぱ
れ
て
船
長
を
首
に
な
っ
九
後
も
、
し
ぱ
ら

く
し
て
か
ら
別
の
船
の
船
長
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

と
、
彼
の
所
属
教
会
宗
派
に
つ
い
て
で
あ
る
。
セ

イ
ラ
ム
の
第
一
教
会
は
十
九
世
紀
の
前
半
は
コ
ソ
グ

リ
ゲ
ー
ツ
,
ナ
ル
・
チ
十
ー
チ
(
同
志
社
と
同
じ
会
衆

派
)
で
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
ユ

ニ
テ
リ
ア
ソ
に
宗
派
変
え
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

セ
イ
ボ
リ
ー
船
長
は
亡
く
な
る
ま
で
こ
の
教
会
に
留

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
彼
が
ユ
一
一
一
ブ
リ
ア
ソ
に

理
解
の
あ
る
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
"
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
時
、
日
本
人
の
密
航
を
援

助
す
る
こ
と
が
大
変
な
危
険
を
都
か
す
こ
と
が
わ
か

つ
て
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぴ
た
い
と
い
う
新

島
の
響
だ
象
さ
れ
て
、
彼
籍
航
を
功
け
た
の

で
あ
ろ
う
。
工
学
部
の
大
鉢
忠
先
生
と
一
緒
に
、
彼

の
埋
葬
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
グ
戸
ー
プ
共
伺

墓
地
に
行
っ
九
。
管
理
人
の
案
内
で
セ
イ
ボ
リ
ー
家

の
墓
地
に
行
く
と
、
両
親
の
墓
石
は
あ
っ
た
が
、
セ

イ
ボ
リ
ー
船
長
の
墓
石
が
な
い
。
墓
地
事
務
所
に
保

管
さ
れ
て
い
る
埋
葬
巽
に
ょ
っ
て
、
父
親
の
横
に

埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
九
。
管
理
人

の
説
明
で
は
、
雪
や
氷
で
墓
石
が
割
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
か
た
づ
け
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

チ
ャ
ソ
で
あ
る
船
長
は
新
島
の
誠
実
さ
に
動
か
さ

れ
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぴ
た
い
と
い
う
強
い
願

望
を
か
な
え
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
。
一
八
六
五
年
七
月
二
十
日
、
ワ
イ
ル
ド

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
は
東
ボ
ス
ト
ソ
港
に
着
き
、
船
長
は

ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
の
両
親
の
家
に
帰
っ
た
。
十
月
に

な
っ
て
、
彼
は
船
主
フ
ル
フ
ユ
】
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー

夫
妻
を
連
れ
て
船
に
も
ど
っ
て
き
九
。
既
に
新
島
の

願
望
が
詳
し
く
夫
妻
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
夫
妻
は

新
島
の
書
い
た
密
航
理
由
譜
を
読
ん
遜
激
し
、
彼

が
理
事
を
し
て
い
る
フ
ソ
ド
ー
ヴ
フ
1
の
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
.
ア
カ
デ
ミ
ー
に
新
島
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に

し
九新
島
は
六
六
年
、
六
七
年
、
六
九
年
の
夏
休
み
を

テ
ィ
ラ
ー
船
長
の
両
親
の
家
で
過
ご
し
て
い
る
。
彼

は
六
九
年
四
月
二
十
八
日
、
船
長
の
両
親
の
金
婚
式

に
招
か
れ
た
0
 
ボ
ス
ト
ソ
で
テ
ィ
ラ
ー
家
の
人
六
と

合
流
し
、
チ
十
タ
ム
へ
向
か
っ
九
。
船
長
糖
念
と

し
て
総
勢
四
十
七
人
に
及
ぶ
テ
ィ
ラ
ー
家
船
よ
ぴ
親

戚
の
馨
亭
謬
し
て
両
親
に
贈
っ
た
。
新
島
は

ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
(
後
述
)
あ
て
の
手
紙
で
、
自
分

の
顔
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
絵
入
り
で
示
し

な
が
ら
、
「
私
は
彼
ら
の
家
族
の
一
員
と
し
て
數
え

*

ら
れ
ま
し
九
。
」
と
書
い
て
い
る
。
私
は
チ
ャ
タ
ム

卦

二
【
N
ゞ
、
丸
ミ
ト
R
§
 
0
＼
、
a
§
鵡
旦
・
§

之
§
、
,
ミ
こ
で
.
 
N

Ⅱ
新
島
と
テ
ィ
ラ
ー
船
長
と
の
出
会
い
は
一
八
六
四

年
七
月
九
日
、
彼
が
上
海
で
べ
ル
リ
ソ
号
か
ら
ワ
イ

レ
ト

ロ
ー
ヴ
フ
1
号
に
移
乗
し
た
日
に
始
ま
る
0

ノ中
国
沿
岸
か
ら
南
シ
ナ
海
、
イ
ソ
ド
洋
を
経
て
、
ケ

ー
プ
・
タ
ウ
ソ
沖
を
回
り
、
大
西
洋
に
入
っ
て
ボ
ス

ト
ソ
牙
く
ま
で
の
一
年
余
一
、
-
 
0
0
ト
ソ
の

大
型
器
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
航
海
は
比

諮
順
風
で
あ
っ
九
。
一
八
一
元
年
生
ま
れ
で
当
時

三
十
五
歳
の
テ
ィ
ラ
ー
船
長
は
キ
ャ
ビ
ソ
・
ボ
ー
イ

新
身
ジ
,
ー
と
呼
ぴ
、
彼
に
器
の
聖
軍
与
え
、

親
切
に
航
需
を
教
え
て
く
れ
九
。
海
上
で
の
生
活

は
、
陸
上
以
上
に
二
人
の
間
を
親
密
に
し
、
ク
リ
ス

テ
ィ
ラ
ー
船
長

(
6
山
勺
一
.
 
I
R
N
6
Φ
 
m
.
↓
伽
二
0
"
)

ノ'、

ノ、



へ
帰
る
途
中
、
彼
の
乗
っ
た
フ
ェ
リ
ー
が
東
ボ
ス
ト

ソ
側
の
岸
壁
に
着
い
た
と
き
、
彼
は
上
陸
せ
ん
と
し

て
足
を
ふ
み
は
ず
し
、
フ
ェ
リ
ー
と
岸
壁
の
間
に
は

さ
ま
れ
て
ひ
ん
死
の
再
を
負
っ
て
、
近
所
の
薬
屋

に
運
ぱ
れ
た
が
、
数
分
後
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
テ
ィ
ラ
ー
船
長
が
事
故
に
遭
っ
た
二
日

後
の
十
三
日
、
新
島
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
寮
で
船

長
の
死
を
知
ら
せ
る
電
報
を
受
け
と
っ
た
。
彼
は
、
船

長
と
は
十
週
間
前
に
チ
ャ
タ
ム
の
彼
の
両
親
の
家
で

別
れ
た
ぱ
か
り
で
あ
っ
た
。
早
速
彼
は
未
亡
人
を
見

舞
う
た
め
に
東
ボ
ス
ト
ソ
に
急
打
し
た
。
新
島
に
は

一
八
六
四
年
七
月
九
日
以
降
の
テ
ィ
ラ
ー
船
長
の
姿

が
走
馬
燈
の
よ
う
に
ょ
み
が
え
っ
て
き
た
。
新
島
よ

り
十
四
歳
年
上
の
彼
は
、
新
鳥
を
弟
の
よ
う
に
か
わ

い
が
り
、
父
親
の
よ
う
に
優
し
く
遇
し
て
く
れ
九
。

生
後
数
力
月
の
一
人
息
子
を
か
か
え
て
突
然
の
夫
の

死
に
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
未
亡
人
を
慰
め
る
た
め

に
、
新
島
は
、
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
黍
」
七
章
十
七
節

か
ら
次
の
聖
句
を
船
く
っ
て
い
る
。
「
御
座
の
正
面

に
い
ま
す
小
羊
は
彼
ら
の
牧
者
と
な
っ
て
、
い
の
ち

の
水
の
泉
に
導
い
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
。
主
た
神

は
彼
ら
の
目
か
ら
涙
を
こ
と
ご
と
く
ぬ
ぐ
い
と
っ
て

く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
」
0

ル

テ
ィ
ラ
ー
船
長
は
ボ
ス
ト
ソ
の
ホ
レ
ス
ト
・
ヒ

へ
凋
査
に
行
き
、
こ
の
顔
写
真
の
額
が
伺
地
の
歴
史

協
会
愽
物
館
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
か
あ
る
い
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
時

代
の
誓
の
顔
写
真
が
、
四
十
七
人
の
テ
ィ
ラ
ー
家

の
人
々
の
中
で
テ
ィ
ラ
ー
船
長
夫
妻
に
囲
ま
れ
て
い

九
。
こ
の
金
婚
式
が
祝
わ
れ
て
八
力
月
後
の
同
年
十

二
月
十
一
日
の
夜
、
テ
ィ
ラ
ー
船
長
は
思
い
が
け
な

い
事
故
に
遭
っ
た
。
当
時
の
新
朋
に
ょ
る
と
、
そ
れ

は
ボ
ス
ト
ソ
か
ら
妻
子
の
住
ん
で
い
る
東
ボ
ス
ト
ソ

ズ
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
九
。
テ
ィ
ラ
ー
家
の

墓
地
に
は
彼
の
両
親
や
奥
さ
ん
を
含
め
て
七
人
が
埋

葬
さ
れ
て
お
り
、
一
人
息
子
の
ホ
レ
イ
ス
・
S
.
テ

イ
ラ
ー
ル
は
父
親
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
翌
年
亡

く
な
っ
て
い
る
。
埋
葬
わ
鎧
に
ょ
れ
ぱ
父
親
の
棺
の

上
に
重
ね
る
よ
う
に
し
て
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
新
島

の
ミ
ス
.
ヒ
ド
ゥ
ソ
あ
て
の
手
紙
お
よ
ぴ
チ
ャ
タ
ム

の
歴
史
協
会
所
蔵
の
資
料
か
ら
、
テ
ィ
ラ
ー
船
長
は

バ
プ
テ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

卦

、
P
 
-
m
才
ゆ
門
才
0
ヨ
〕
0
器
で
ず
乞
§
三
岩
き
プ
゛
一
誘

一
山
ズ
一
(
一
ゆ
コ
、
-
N
一
ゾ
ミ
選
、
易
の
゛
.

Ⅲ

ワ
イ
ル
ド

(
冬
一
ル

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
つ
い
て
は
、
セ
イ

ラ
ム
の
ピ
ー
、
ホ
デ
ィ
ー
・
ミ
ユ
ー
、
シ
ア
ム
の
蔵
書
、

'
,
武
、
ミ
§
N
 
山
ミ
~
ご
に
詳
し
い
の
で
、
次
に
引
用

し
九
い
。
同
号
は
一
八
五
三
年
メ
イ
ソ
州
の
ダ
マ
リ

ス
コ
ッ
タ
の
篇
所
で
建
造
さ
れ
、
所
有
者
は
フ
ル

フ
ユ
ー
ス
.
ハ
ー
デ
'
ー
・
ア
ソ
ド
・
カ
ソ
.
ハ
ニ

重
さ
一
、
-
 
0
0
ト
ソ
、
長
さ
一
八
七
フ
ィ
ー

0
ト
、
横
三
十
六
プ
イ
ー
ト
、
深
さ
二
十
二
フ
ィ
ー
ト

で
あ
る
。
一
八
五
0
年
代
は
ボ
ス
ト
ソ
、
ニ
ユ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
ケ
ー
プ
ホ
】
ソ
回
り
で
サ
ソ
.
フ
ラ
ソ
シ

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号

即
0
く
曾
)

ティラー船長の両親の家に新島が夏休み)(を過ごしてぃ六二問にスケッチし六二もの。

チャタムのテイラ
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ス
コ
ま
で
何
日
で
航
海
で
き
る
か
に
ょ
っ
て
、
そ
の

船
の
性
能
や
船
長
の
腕
ま
え
が
評
価
さ
れ
た
が
、
ワ

イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
は
平
均
一
五
0
日
か
か

り
、
ク
リ
ッ
パ
ー
船
の
中
で
は
船
足
の
遅
い
ほ
う
で

あ
る
。
最
初
は
大
西
洋
航
路
の
貿
易
船
と
し
て
就
航

し
て
い
九
。
一
八
七
一
年
同
号
は
↓
三
一
プ
か
ら
の
帰

航
の
途
中
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ソ
グ
・
ア
イ
ラ
ソ

ド
で
難
波
し
た
。
船
齢
十
八
年
で
あ
っ
た
。

な
船
ワ
イ
ル
ド
・
戸
ー
ヴ
ブ
ー
号
の
ボ
ス
ト
ソ
入

港
畢
が
一
八
六
五
年
七
月
二
十
一
日
(
金
)
の
地

元
新
聞
.
,
吻
a
§
辻
n
§
ミ
§
§
.
に
出
て

い
た
。
,
'
ヤ
0
即
↓
0
司
国
0
仂
↓
O
Z
↓
工
C
器
ロ
ン
K

、
d
異
零
、
ン
如
刈
一
ぐ
則
口
仂
三
勺
名
一
ル
刈
0
ぐ
R

(
0
{
 
W
易
一
0
口
)
一
ご
一
9
、
三
円
ヨ
一
円
ン
又
一
一
一
0
1

勺
N
跨
乳
ン
昌
巴
ン
又
=
昂
口
又
寄
冨
ご
ぎ

一
黒
曽
N
訟
一
含
 
N
ミ
、
、
と
、
記
さ
れ
て
い
た
。
口
の

部
分
は
幌
し
が
た
い
が
、
新
島
の
「
航
海
日
、
記
」

に
ょ
れ
ぱ
、
ミ
避
ω
0
 
に
は
 
0
§
一
9
各
の
近

く
を
航
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
号
の
入
港
地

点
は
東
ボ
ス
ト
ソ
の
南
端
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
プ
ー
号
の
「
航
海
晶
」

(
一
八
六
五
年
)
が
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
九
。
目

下
、
大
鉢
忠
先
生
が
、
所
有
者
の
所
在
を
鋭
壽
求

中
で
あ
る
。

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ウ
プ
ー
号
の
油
絵
は
、
ア
ー
モ

ス
ト
大
学
と
ハ
ー
デ
'
ー
の
曾
孫
の
ゲ
ル
ス
ト
ソ

ー
デ
ィ
ー
氏
の
尽
力
で
、
黒
荷
立
九
十
周
年

寵
念
し
て
、
同
克
に
一
時
貸
し
出
さ
れ
た
が
、

現
在
は
ハ
ー
デ
'
1
船
よ
ぴ
テ
ィ
ラ
ー
船
長
の
故
郷

で
あ
る
ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
の
チ
ャ
タ
ム
歴
史
協
会
博

物
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
油

絵
は
絵
の
下
端
に
,
,
仂
工
吊
名
戸
昆
0
ぐ
胃
工
.

m
.
↓
ン
イ
げ
0
刈
昆
n
.
 
N
且
一
m
念
、
、
と
あ
り
、
こ

の
日
付
け
か
ら
し
て
、
ち
ょ
う
ど
新
島
が
乗
船
し
て

い
た
こ
ろ
の
同
号
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

の
ヒ
ド
ゥ
ソ
家
が
ど
こ
に
あ
り
、
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ

が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
詳
細
に
知
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
元
。
私
は
大
鉢
忠
先
生
と
フ
ィ
リ

ツ
プ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
調
査
の

結
果
両
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ヒ
ド

ウ
ソ
家
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
の
キ
ャ

ソ
.
ハ
ス
か
ら
南
西
に
歩
い
て
船
よ
そ
五
、
六
分
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
。
現
在
の
持
ち
主
で
あ
る
医
者
の
キ

十
リ
フ
博
士
は
、
ヒ
ド
ゥ
ソ
家
の
歴
史
壽
し
く
話

し
て
く
れ
九
。
彼
が
一
九
五
一
年
に
こ
の
家
を
買
っ

九
と
き
、
近
所
の
老
婆
が
「
向
分
は
小
さ
い
こ
ろ
こ

の
家
に
ニ
イ
シ
マ
と
い
う
日
本
の
青
年
が
住
ん
で
い

九
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
の
を
朋
い
た
と
い

う
。
キ
十
り
ア
愽
士
の
言
を
裏
づ
け
る
資
禦
フ
ソ

ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
歴
史
協
会
に
あ
っ
た
。
新
島
が
ホ
ー

ム
・
ス
テ
ィ
し
て
い
た
こ
ろ
の
ヒ
ド
ゥ
ソ
家
は
、
一
、

二
階
に
各
々
四
室
あ
り
、
三
階
は
物
赴
に
使
わ
れ
て

い
た
。
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
は
独
身
の
弟
デ
ィ
ビ
ッ
ド

と
い
っ
し
ょ
に
小
規
模
な
農
業
÷
菟
・
牧
畜
に
従

事
し
て
い
た
ら
し
い
。
二
十
二
歳
の
新
島
が
彼
女
の

家
に
住
み
込
ん
だ
と
き
に
は
、
彼
女
は
四
十
ヒ
歳
、

弟
は
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

新
島
が
こ
の
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
か
ら
宗
教
的
感
化

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
,
,
ト
冬
ミ
ミ
ト
ミ
§
伽
ご
や

Ⅳ

ヒ
ド
ゥ
ン
{
永
お
よ
ぴ
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ン

(
室
朋
ミ
曾
イ
如
.
工
一
ル
ル
含
)

一
八
六
五
年
十
月
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
つ
れ
ら
れ
て

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
や
っ
て
き
た
新
島

は
、
ま
だ
英
乗
じ
ゅ
う
ぶ
ん
話
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
テ
ィ
ラ
ー
校
長
(
ご
門
.
仂
N
旦
ゆ
一

エ
.
↓
ご
一
9
)
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
新
島
を
寮
に

入
れ
ず
に
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

ヒ
ド
ゥ
ソ
家
を
推
せ
ん
し
て
く
れ
た
。
新
島
は
、
ヒ

ド
ゥ
ソ
家
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
.
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒

業
し
て
7
ー
モ
ス
ト
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
約
一
年

十
力
月
の
間
、
住
む
こ
と
に
な
っ
九
。
今
ま
で
、
こ

ノ'、
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'
、

新
島
の
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
あ
て
の
五
十
通
に
及
ぶ

*

書
簡
に
ょ
っ
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
推
察
さ
れ
る
が
、
地

元
新
聞
に
載
っ
た
彼
女
の
死
亡
記
事
や
歴
史
協
会
所

蔵
の
資
料
か
ら
、
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
描
い
て
み
ょ
う
。
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
は
、
彼
女

の
世
代
で
は
並
は
ず
れ
た
知
性
と
幅
広
い
教
養
の
持

ち
主
で
、
十
九
歳
の
と
き
に
会
衆
派
教
会
で
あ
る
オ

ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
の
メ
ソ
バ
ー
と
な
り
、
一
八

九
三
年
七
十
五
歳
で
亡
く
た
る
ま
で
同
教
会
の
愨

な
メ
ソ
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
特
に
サ
ソ
デ
】

.
、ノ

ス
ク
ー
ル
活
動
に
恐
で
、
彼
女
が
新
鳥
を
連
れ
て

サ
ソ
デ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、
長
年
サ
ソ
デ
】
・
ス
ク
ー
ル
の
教
師
を
勤

め
、
新
島
が
亡
く
な
っ
た
一
八
九
0
年
に
彼
の
短
か

い
稲
を
出
版
し
た
ミ
ス
・
マ
ッ
キ
ー
ソ
(
ミ
一
診

ヤ
ず
Φ
ず
.
司
三
一
巴
ミ
0
ズ
ゆ
曾
)
が
書
い
て
い
る
。
晩

年
の
ミ
ス
・
ビ
ド
ゥ
ソ
は
体
の
衰
弱
の
た
め
に
教
会

活
動
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
九
。

彼
女
の
死
は
二
週
間
ぱ
か
り
の
短
か
い
病
気
の
後
に

や
っ
て
き
た
も
の
で
、
心
臓
ま
ひ
が
致
命
症
に
な
っ

九
。
彼
女
の
五
十
二
歳
ご
ろ
に
撮
ら
れ
九
写
真
が
歴
史

協
会
で
見
つ
か
っ
た
。
髪
の
毛
を
三
つ
編
み
に
し
て

い
る
の
で
二
十
歳
代
に
見
え
る
が
、
表
情
は
厳
し
い
。

彼
女
の
墓
は
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
教
会
の
墓
地
に
あ

つ
た
0
 
彼
女
は
生
涯
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ツ
,
ナ
リ
ス
ト

で
あ
っ
九
と
い
え
る
。

1

1

V
 
イ
フ
レ
イ
ム
・
フ
り
ン
ト

(
圃
勺
ず
昆
一
ヨ
剛
一
一
詩
一
、
一
『
.
)

新
島
が
一
八
六
五
年
十
月
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
て
ヒ
ド
ゥ
ソ
家
に
ホ
ー
ム
.
ス

テ
ィ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
同
家
に
は
フ
り
ソ

ト
と
い
う
当
時
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
の
学
生
が

妻
と
い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い
た
0
 
ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ

は
「
彼
(
新
島
1
筆
者
)
が
フ
り
ソ
ト
さ
ん
か
ら
得
て

い
る
利
益
は
実
際
ア
カ
デ
ミ
ー
の
先
生
か
ら
よ
り
も

*

は
る
か
に
大
き
い
で
す
」
と
ハ
ー
デ
一
1
に
書
き
送

つ
て
い
る
が
、
こ
の
フ
り
ソ
ト
が
、
新
島
の
フ
メ
リ

力
で
の
愚
形
成
特
に
キ
リ
ス
ト
教
観
の
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
種
々
の
資
料
か
ら

じ
ゅ
う
ぶ
ん
推
察
で
き
る
。
そ
こ
で
私
は
フ
り
ソ
ト

な
る
人
物
を
調
べ
て
み
た
。
彼
は
一
ハ
ニ
ハ
年
十
一

月
二
十
八
日
に
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
り
ソ
カ
ー
ソ

に
生
ま
れ
、
村
の
小
学
校
を
終
え
て
か
ら
ア
ソ
ド
ー

ヴ
ァ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
や
グ
戸

ト
ソ
の
戸
ー
レ
ソ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
に
学
び
、
一
八

五
一
年
ウ
ィ
リ
フ
ム
ズ
・
カ
レ
ヅ
ジ
を
卒
業
し
九
0

卒
業
後
教
職
に
就
き
、
各
地
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
校
長

を
勤
め
た
が
、
一
八
六
五
年
三
十
七
歳
の
と
き
に
牧

会
活
動
こ
そ
自
己
の
天
職
と
考
え
、
校
長
の
職
を
捨

美

一
八
六
七
年
か
ら
一
八
八
五
年
に
い
た
る
十
八
年
間

の
も
の
で
、
現
在
子
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ソ
ド
ー

ヴ
フ
】
・
ニ
ユ
ー
ト
ソ
神
学
校
図
書
館
が
収
蔵
し
て

い
る
。
一
九
七
七
年
十
一
月
、
 
0
 
・
ケ
ー
リ
教
授
が

「
新
島
襄
の
メ
リ
ー
・
E
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
宛
の
書
簡
」

と
題
す
る
冊
子
に
全
部
を
収
録
し
て
出
版
さ
れ
九
。

、、
亀、'

、,.,

、1

宝』

Hinsdale congregatlonal chutch

(フりソト牧師の教会)
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て
て
フ
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
入
学
し
た
0
 
こ
こ

で
新
島
と
の
出
会
い
が
始
ま
る
。
一
八
六
七
年
同
校

を
卒
業
後
、
マ
サ
チ
ユ
ー
t
 
ツ
州
ヒ
ソ
ス
デ
ー
ル

の
会
衆
派
教
会
に
牧
師
と
し
て
赴
任
し
、
以
後
一
八

ハ
ニ
年
十
一
月
二
十
八
日
、
牧
師
館
の
書
斎
で
器

祭
の
た
め
の
説
教
原
稿
を
執
筆
中
、
心
臓
ま
ひ
で
亡

く
な
る
ま
で
、
十
五
年
間
同
教
会
の
牧
師
を
勤
め

た
。
フ
り
ソ
ト
が
新
島
に
教
え
た
最
初
の
聖
句
は

*
*

「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
三
章
十
六
節
で
あ
っ
た
。
新
鳥
の
ほ

う
か
ら
こ
の
聖
句
の
解
釈
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
句
は
、
日
木
で
あ
る
い
は
一
年
余
り
の
海
上
生

活
中
に
聖
書
を
く
り
返
し
て
読
み
、
彼
が
最
も
器

を
受
け
た
個
所
で
あ
る
。
彼
は
一
八
六
四
年
十
一
月

十
一
日
、
香
港
で
漢
訳
聖
書
を
買
い
、
読
み
進
む
う

ち
に
「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
三
章
十
六
節
が
万
星
中
の
太
陽

の
ご
と
き
も
の
で
、
福
音
の
粘
舳
で
あ
る
と
悟
っ
た

と
い
う
。
あ
の
膨
大
な
聖
書
の
中
で
、
と
の
句
が
福

音
の
精
髄
で
あ
る
と
悟
る
に
は
、
か
な
り
深
い
聖
書

の
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
一
衞
知
識

が
必
要
で
あ
っ
た
0
 
フ
り
ソ
ト
は
新
島
が
フ
一
り
ツ

プ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
て
7
ー
モ
ス
ト
・
カ

レ
ッ
ジ
に
入
学
す
る
直
前
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
求
め
に

応
じ
て
、
フ
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
、
シ
の
シ
ー
リ
ー
教

授
(
勺
ミ
.
〕
三
三
.
エ
.
m
ゆ
ゆ
=
ゆ
)
に
新
島
に
つ
い
て

の
紹
介
状
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
フ
り
ソ

ト
は
「
私
は
彼
(
新
島
1
筆
き
ほ
ど
神
の
言
葉
に

熱
中
し
て
い
る
人
を
知
り
ま
せ
ん
。
彼
は
神
の
言
葉

の
意
味
を
い
か
な
る
他
の
聿
物
の
そ
れ
よ
り
、
す
み

や
か
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
・
・
・
・
・
・
彼
の
『
教
上
の
進

歩
は
顕
著
で
す
。
私
は
彼
が
ア
ソ
ド
ー
ヴ
プ
ー
に
着

く
前
に
回
心
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。
真
理
が
彼
の
心
に
触
れ
る
や
い
な
や
、
彼
は

そ
れ
を
会
得
す
る
す
べ
て
の
凖
梨
で
き
て
い
る
よ

*
*
*

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

新
島
は
7
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
在
学
中
、
一
八
六

七
年
と
六
八
年
の
冬
休
み
を
ヒ
ソ
ス
デ
ー
ル
の
牧
師

館
で
フ
り
ソ
ト
夫
妻
と
過
ご
し
て
い
る
。
彼
は
、
一

八
六
八
年
十
二
月
ヒ
ソ
ス
デ
ー
ル
の
バ
イ
プ
ル
・
ソ

サ
ニ
テ
'
ー
の
終
身
会
員
に
な
っ
九
こ
と
が
地
元
の

新
聞
(
,
四
男
ズ
仂
工
一
冨
δ
o
d
Z
↓
く
里
0
勗
.
、
、

口
魯
.
W
-
.
一
属
)
に
城
っ
て
い
九
。
ち
な
み
に
、

゛
、ノ

イ
プ
ル
・
ソ
サ
ニ
テ
ィ
ー
の
会
長
は
フ
り
ソ
ト
牧
師

で
あ
る
。

子
供
の
な
か
っ
た
フ
り
ソ
ト
夫
妻
は
新
島
を
弟
の

ビ
と
く
か
わ
い
が
り
、
新
島
も
と
き
に
は
師
と
し
て
、

と
き
に
は
兄
姉
と
し
て
彼
ら
に
対
し
て
い
た
こ
と

ミ
ス
・
ヒ
ド
ゥ
ソ
あ
て
の
書
備
な
ど
か
ら
う
か

゛
、
、
力が
え
る
プ
リ
ソ
ト
牧
師
か
亡
く
な
っ
九
峯
、
彼
が
牧
し

た
教
会
で
次
の
よ
う
な
決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
。
そ

の
一
部
を
訳
出
し
よ
う
0
 
「
フ
り
ソ
ト
博
士
は
常
に

明
白
で
あ
る
卓
越
し
た
霊
性
を
も
ち
、
有
輩
忠
実

で
教
訓
的
な
況
教
者
で
あ
っ
た
。
牧
師
と
し
て
は
彼

は
す
べ
て
の
人
々
、
特
に
病
め
る
人
、
悲
し
ん
で
い

る
人
、
貧
し
い
人
、
困
っ
て
い
る
人
に
献
身
的
で
、

思
い
や
り
に
富
み
、
親
切
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
会
と

教
区
の
子
供
光
ち
霽
年
に
対
し
て
も
、
彼
は
父
の

ビ
と
き
開
心
と
母
の
ご
と
き
愛
情
を
も
っ
て
い
た
0

彼
は
、
彼
ら
が
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
他
彼
ら
の
た

*
*
*
*

め
に
神
に
願
い
か
つ
祈
っ
た
」
。
新
島
は
一
八
七
四

年
七
月
、
フ
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
を
卒
業
し
、
同

年
九
月
、
、
ホ
ス
ト
ソ
の
マ
ウ
ソ
ト
・
ヴ
プ
ー
ノ
ソ
教

会
で
牧
師
就
任
の
た
め
の
按
子
礼
を
受
け
た
。
フ
リ

Julius H. seelye

(新島の1870年度卒業アルバムから)
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ソ
ト
牧
師
は
ヒ
ソ
ス
デ
ー
ル
か
ら
出
席
し
て
、
愛
す

る
教
え
子
新
島
の
将
来
を
祝
福
し
て
い
る
。

フ
り
ソ
ト
の
墓
は
、
故
郷
り
ソ
カ
ー
ソ
の
彼
の
生

家
の
近
く
、
ス
リ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
ド
共
同
墓
地
に
あ

つ
た
。
墓
碑
に
.
,
乏
則
F
 
口
O
z
m
、
、
と
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

卦
ミ
典
魯
糺
卜
爲
§
"
ヤ
曾

号
瑩
δ
0
ヨ
ヨ
ゆ
ヨ
0
益
一
一
0
出
 
0
{
一
げ
ゆ
 
n
男
↓
刺
Z
Z
歩
げ

0
{
一
ず
ゆ
δ
0
出
伽
昂
如
円
一
一
0
昆
一
δ
ず
兵
δ
ず
"
=
一
乞
m
・

U
ン
勗
"
貫
m
m
.
"
一
伽
拐
、
ヤ
部

曼
善
美
ミ
札
翁
ミ
ミ
§
"
ヤ
亀

孝
尊
冨
崗
冨
0
刈
歩
〆
 
C
司
召
ぐ
.
則
剛
工
謬
乏

剛
げ
易
↓
"
ぜ
.
ロ
.
今
0
 
ル
N
岳
、
又
0
邸
迄
一
器
、

づ
0
ヤ
仁
ず
=
m
ず
円
)
ヤ
鷄

ハ
ー
デ
ィ
】
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
紹
介
す
る
に
と

ど
め
た
い
。

.
,
窃
0
黒
§
ミ
§
§
⑳
、
0
§
ミ
~
ご
の
一
八
八
七

年
八
月
八
日
(
月
)
号
に
次
の
よ
う
な
死
亡
記
事
が

載
せ
ら
れ
て
い
た
。

Ⅵ
ア
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー

(
ン
一
喜
舎
m
 
工
武
巳
)

新
島
に
と
っ
て
最
大
の
恩
人
は
フ
ル
フ
ユ
ー
ス

ー
デ
'
ー
で
あ
る
が
、
新
島
が
彼
の
死
を
悼
ん
で

行
っ
た
追
悼
説
教
(
明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
旦
の

草
稿
(
「
新
島
研
究
」
Z
O
.
▲
収
載
)
が
の
こ
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
今
ま
で
彼
を
知
り
う
る
資
料
に
乏
し
か

つ
た
。
私
は
今
回
の
研
究
調
査
で
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
つ

い
て
の
資
料
の
収
集
に
努
め
九
が
、
誌
面
の
都
合
で

地
元
新
聞
に
載
っ
た
彼
の
死
亡
記
事
を
全
訳
し
て
、

「
フ
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
逝
去
さ
る

ア
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
日
曜
日
の
午

後
三
時
半
に
亡
く
な
っ
た
。
ボ
ス
ト
ソ
は
最
、
尊
敬

さ
れ
て
い
る
市
民
の
一
人
を
失
っ
た
。
彼
と
交
友
の

あ
っ
九
人
々
は
、
ま
じ
め
で
信
頼
で
き
る
友
の
死
を

悼
ま
ね
ぱ
な
ら
な
い
0
 
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
決
し
て
目

て
き

だ
つ
こ
と
を
求
め
な
か
っ
元
し
、
政
治
上
の
抜
擢
に

閧
し
て
も
そ
れ
を
さ
け
た
。
し
か
し
彼
の
声
望
と
手

腕
は
彼
を
高
い
地
位
に
つ
け
ず
に
は
お
か
な
か
っ

た
枦
の
死
は
、
そ
れ
か
さ
さ
い
な
こ
と
に
思
わ
れ

は
さ
み

る
よ
う
な
で
き
ご
と
ー
ク
ー
ポ
ソ
を
切
る
鋏
が
落

ち
て
で
き
た
優
が
致
命
的
な
敗
血
症
に
発
展
し
た

ー
の
結
果
や
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
特
に

悲
し
む
べ
き
で
あ
る
0
 
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
一
八
一
五

年
十
一
月
一
日
、
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
チ
ャ
タ
ム

に
生
ま
れ
た
。
、
ホ
ス
ト
ソ
で
の
彼
の
初
期
の
商
業
上

の
関
係
は
エ
ツ
ラ
・
 
H
 
・
ベ
イ
カ
ー
と
で
あ
り
、
し

ぱ
ら
く
二
人
は
大
規
模
な
穀
類
の
売
買
船
よ
ぴ
海
運

業
を
営
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
共
同
事
業
は
解
消
さ

れ
て
、
ベ
イ
カ
ー
氏
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
ベ
イ
カ
ー

フ
ソ
ド
・
モ
リ
ル
商
会
に
加
わ
っ
た
。
他
方
ハ
ー
デ

イ
ー
氏
は
前
述
の
事
業
を
鷲
し
九
。
彼
は
ま
た
、

ボ
ス
ト
ソ
港
か
ら
出
て
い
く
、
最
も
す
ぱ
ら
し
く
、

最
も
大
き
な
船
の
幾
つ
か
を
含
む
相
当
数
の
船
舶
を

生
涯
に
わ
た
っ
て
所
有
し
て
い
た
。
ハ
ー
デ
'
1
氏

の
最
大
の
事
業
は
、
故
ジ
"
シ
ユ
ア
・
シ
ア
ー
ズ
の

ぱ
く
だ
い
な
財
産
の
管
理
で
あ
っ
た
。
彼
は
シ
フ
ー

ズ
氏
と
は
個
人
的
に
た
い
へ
ん
親
し
く
、
ツ
ァ
ー
ズ

氏
が
死
倫
ん
で
そ
の
管
理
を
彼
の
信
頼
す
べ
き
友

に
託
し
、
そ
れ
は
極
め
て
忠
実
に
守
ら
れ
た
。

デ
ィ
ー
氏
は
保
管
上
共
同
者
を
求
め
た
の
で
、
ホ
レ

イ
シ
,
・
ハ
リ
ス
氏
と
ヒ
ユ
ー
・
モ
ソ
ト
ゴ
メ
リ
ー

氏
か
拘
束
な
し
で
保
管
人
に
な
っ
九
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
二
人
の
紳
士
は
数
年
前
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
の

友
の
大
き
な
信
頼
は
確
証
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

ー
デ
ィ
ー
氏
の
監
督
の
も
と
で
シ
ア
ー
ズ
氏
の
財

産
は
大
い
に
そ
の
価
値
を
増
し
、
詳
細
な
管
理
の
記

録
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
0
 
モ
ソ
ト
ゴ
メ

リ
ー
・
シ
フ
ー
ズ
氏
ー
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
が
彼
の
後

見
人
で
あ
る
ー
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
家
に
つ
れ
て
こ
ら

れ
、
ハ
ー
デ
'
1
氏
の
忠
実
で
倩
愛
の
こ
も
っ
た
行

為
に
ょ
っ
て
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
地
位
を
保
持

ノ"、

ノ'、

ノ'、

ノ'、

ノ、

ノ"、

ノ、

ノ、、

ノ'、

ノ'、
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し
つ
づ
け
た
。
政
治
的
に
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
生
涯

に
は
語
ら
れ
る
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
一
八
六

一
年
に
彼
は
マ
サ
チ
ユ
ー
t
ツ
州
議
会
の
上
院
に

席
を
郭
い
て
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
地
方
を
代
表
し
て
お

り
、
数
年
後
彼
は
、
ホ
ス
ト
ソ
市
長
に
指
名
さ
れ
九
。

し
か
し
彼
は
こ
の
申
し
出
を
断
り
、
同
様
の
他
の
公

的
な
地
位
に
推
挙
さ
れ
る
こ
と
も
好
ま
な
か
っ
た
。

彼
は
商
業
会
議
所
の
メ
ソ
バ
ー
で
、
後
年
彼
は
デ
ト

戸
イ
ト
・
一
プ
ソ
、
ソ
ソ
グ
・
ア
ソ
ド
・
ノ
ー
ザ
ソ
箔

の
社
長
を
勤
め
、
シ
カ
ゴ
・
フ
ソ
ド
・
ウ
エ
ス
ト
ミ

シ
ガ
ソ
の
需
役
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
五
年

か
ら
一
八
七
七
年
ま
で
7
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の

理
事
で
、
一
八
八
五
年
ま
で
の
長
い
期
間
、
フ
ソ
ド

ー
ヴ
プ
ー
神
学
校
の
理
事
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
宗
數

界
で
の
活
動
は
突
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
一

八
五
七
年
に
ア
メ
リ
カ
ソ
・
飛
ー
ド
(
A
B
C
F
M
)

に
加
わ
っ
て
、
以
後
三
十
年
問
法
人
の
メ
ソ
バ
ー
で

あ
っ
九
。
同
年
彼
は
財
務
委
員
会
に
指
名
さ
れ
、
そ

こ
で
昨
年
辞
任
す
る
ま
で
つ
と
め
、
一
八
七
三
年
以

後
は
財
務
委
員
会
の
議
長
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
声
船

よ
ぴ
敏
腕
の
影
響
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
一
業
家
と

し
て
の
自
信
を
そ
れ
に
与
え
る
の
で
、
フ
メ
リ
カ

ソ
・
ボ
ー
ド
に
と
っ
て
は
そ
び
え
立
つ
塔
の
ご
と
き

力
に
な
っ
て
い
九
彼
は
い
ん
ぎ
ん
で
公
平
に
座
長

の
任
務
を
果
た
し
、
常
に
重
要
な
委
員
会
を
助
け
、

そ
の
仕
事
、
特
に
財
政
的
な
問
題
に
多
く
の
時
間
と

労
力
を
鬢
や
し
た
。
恐
ら
く
彼
の
最
も
顕
著
な
奉
仕

は
、
日
本
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
若
い
日
木
の

伝
道
者
ジ
,
セ
フ
・
H
・
ニ
イ
シ
マ
は
ハ
ー
デ
ィ
ー

氏
の
船
の
一
隻
で
、
ホ
ス
ト
ソ
に
や
っ
て
き
て
、
彼
に

迎
え
入
れ
ら
れ
、
フ
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
と
ア
ー
モ
ス

カ
レ
ッ
、
シ
で
、
彼
の
費
用
で
教
育
を
援
け
ら
れ

ト
.
た
。
ニ
イ
シ
マ
は
そ
の
後
祖
国
で
キ
リ
ス
ト
教
の
仕

事
を
す
る
た
め
に
送
り
帰
さ
れ
た
。
日
本
と
の
こ
の

特
別
な
関
係
の
結
果
と
し
て
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
日

本
の
伝
道
分
野
に
大
き
な
恩
を
示
し
て
い
た
。
彼

は
ま
た
宣
教
師
の
た
め
の
二
本
マ
ス
ト
の
帆
船
モ
ー

ニ
ソ
グ
.
ス
タ
ー
号
と
、
後
ほ
ど
そ
の
仕
事
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
る
同
じ
名
前
の
蒸
気
船
を
讐
し
て

大
平
洋
に
送
り
出
す
手
は
ず
を
と
と
の
え
た
。
彼
は

市
民
委
員
会
の
議
長
に
な
っ
た
が
、
そ
の
委
員
会
は
、

ツ
ク
湾
に
Y
M
C
A
の
た
め
の
新
し
い
建
造
物
を

゛
、ノ造

る
た
め
に
発
足
し
た
。
彼
は
気
前
よ
く
そ
の
璽

に
寄
付
を
し
た
。
彼
は
理
事
会
の
会
計
責
任
者
に

指
名
さ
れ
た
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
徹
底
し
た
宗
教
人

で
、
長
年
セ
ソ
ト
ラ
ル
教
会
や
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス

教
会
の
メ
ソ
バ
ー
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
点
で
極
め

て
良
心
的
で
尊
敬
さ
れ
る
人
で
あ
り
、
彼
の
社
交
的

る
0
」

な
特
徴
、
彼
の
礼
儀
正
し
さ
船
よ
ぴ
親
切
さ
は
、
彼

に
多
く
の
頼
む
に
足
る
友
人
を
つ
く
っ
元
。
裟
は

夫
人
と
四
人
の
息
子
で
、
フ
ル
フ
ユ
ー
ス
・
 
H
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
 
F
、
フ
ー
サ
ー
・
 
S
お
よ
び
エ
ド
ワ

ー
ド

E
で
あ
り
、
業
ス
ト
ソ
で
ょ
く
知
ら
れ
て

な
船
,
,
之
ミ
 
K
9
詠
↓
§
器
ご
に
、
彼
の
死
亡

記
事
が
戚
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
も
の
ほ
ど
詳
し
く

は
な
い
。
し
か
し
、
「
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
正
統
派
コ

ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
,
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
九
」
と
い
う
表

現
は
印
象
的
で
あ
る
。

ー
デ
ィ
ー
家
墨
地
が
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の

あ
る
ケ
ソ
プ
リ
ッ
ジ
の
マ
ウ
ソ
ト
・
ア
ー
ヴ
ァ
ソ
共

同
墓
地
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
0
 
ハ
ー
デ
ィ
ー
家

の
十
三
人
が
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
両

親
と
並
ん
で
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
小
さ
な
墓
石
か
半

ぱ
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
。
墓
碑
に
は
フ
ル
フ
ユ

ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
名
前
と
生
年
・
没
年
が
刻
ま
れ

て
い
る
だ
け
の
禦
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
大
学
女
学
部
教
授
・
教
育
史
)
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